
 

             

                                   

 

 

 高等部では，１月２０日（月）から１月３１日（金）まで，第Ⅲ期現場実習が行われました。今回

は，企業等と福祉事業所において高等部の一部の生徒が実習を実施しました。現場実習という貴重な

経験をとおして学んだことを，今後の生活に生かしてほしいと思います。 

今号では，第Ⅲ期現場実習の様子と，友特デュアルシステム型現場実習，高等部卒業生の進路状況

についてお伝えします。進路先は，就労をする人，福祉事業所で作業等をしながら働く人と様々です

が，新たに社会人として第一歩を踏み出すことは皆一緒です。これからもチャレンジすることを恐れ

ず，それぞれの進路先で活躍してくれることを期待しています。 

 

 期日：１月２０日（月）～１月３１日（金） １０日間 

（企業等 実習先）               （福祉事業所 実習先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部 ２年生 

水戸市 
たけのこ，くれよん工房 
さくら，もちの木作業所 
クオリティオブライフ 

笠間市 ひばり，かつらぎ 

茨城町 
あいの家 
涸沼学園集まれガッツ村 

那珂市 なるみ園 

結城市 ばく to Pan 

小美玉市 ジョブタマ 

高等部 １・３年生 

水戸市 

茨城ダイハツ販売（株）水戸内原店 

水戸市リサイクルセンター 

ともにー，DEN水戸 

笠間市 県立中央病院，茨城福祉工場 

茨城町 フードスクエア イオンタウン水戸南店 

小美玉市 株式会社ダイショー，エコス美野里店 

石岡市 茨城乳業株式会社 

桜川市 TOTOウォシュレットテクノ株式会社 

土浦市 
日立建機（株）土浦工場， 

株式会社カスミみらい 
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DEN水戸 エコス美野里店 カスミみらい クオリティオブライフ 

くれよん工房 もちの木作業所 ばくto Pan たけのこ ジョブタマ 



 

                             期日：９月～２月 計１２日間 

 

 

 

 

高等部の作業学習の一環として，総合作業班のメンバー６名が１日１人ずつ，笠間市の笠間市地域

交流センターともべ「Tomoa」において，校外作業学習を行いました。 

当日，担当の生徒は学校に登校せず朝から夕方まで，「Tomoa」施設内の 

清掃及び環境整備，事務補助作業，カフェ補助等の作業を行いました。 

 

笠間市地域交流センターともべ「Tomoa」での作業の様子 

 

 

 

 

 

 
 

 

【就 職】 

進 路 先 所在地 仕事内容 進 路 先 所在地 仕事内容 

TOTOウォシュレッ
ト テクノ株式会社 

桜川市 梱包作業 茨城乳業株式会社 石岡市 梱包作業 

茨城ダイハツ販売（株） 
水戸内原店 

水戸市 洗車等 株式会社カスミみらい 土浦市 
野菜のカット・ 
袋詰め 

県立中央病院 笠間市 
診療材料の仕
分け 

日立ゆうあんどあい 
（日立建機（株）土浦工場） 

土浦市 食堂補助 

株式会社ダイショー 小美玉市 原料運搬    

 

【福祉関係】 

進 路 先 所在地 活動内容 進 路 先 所在地 活動内容 

ひまわり 大子町 
照明器具の
組み立て等 

あいふぁーむ茨城 笠間市 
ペン入れ，シイ
タケ菌栽培 

たけのこ 水戸市 
ハンガーリサイク
ル，銅線伸ばし等 

スマイル笠間かがやき 笠間市 
商品の袋詰め，種
の選別等 

育心園 水戸市 シュレッダー等 双葉園 笠間市 
ペン入れ，珍
味の袋詰め 

まなーるもちの木 水戸市 
フルーツキ
ャプ折り 

涸沼学園はたらくガッツ村  茨城町 農作業等 

愛の里 笠間市 農作業等 サポートセンターきらら 小美玉市 
ペン入れ，フルー
ツキャプ折り 

ひまわり館  笠間市 
ペン入れ，アクセ
サリー作製等 

ポニーの家 取手市 
菓子，パン製
造 

あおぞら 笠間市 
フルーツキ
ャプ折り 

野菊寮 静岡県 余暇活動 

※地域ごと順不同に記載 

高等部では，「地域とつながる作業学習」を行っています。 

校内とは違う環境の中，緊張感と責任感をもちながら，作業学習の中で習得した知識・技能を

生かすことで自信をつけ，進路選択や作業意欲につなげることができるようにしていきます。 

校内の清掃活動と手順が違う場面もありました

が，戸惑うことなく進めることができました。担

当の方から，「大変助かりました。機会があった

らまた来てくださいね。」と言われ，必要とされ

ることに喜びを感じている様子でした。 

令和元年度 高等部卒業生の進路状況 


